
石川県立野々市明倫高等学校 №1

主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
１ ① 【満足度指標】（生徒）

アクティブ・ラーニングや
ディスカッションを授業の
中に導入するとともに、ICT
機器（iPad・クロムブッ
ク）を活用し授業力の向上
を図る。

教務課
各教科

アクティブ・ラーニングやディスカッ
ションについては、一定の学習効果を
感じている生徒が見られる。また、
GIGAスクール構想の推進校として、更
に教育効果を発展させていく下地はあ
る。

アクティブ・ラーニング
やディスカッションさら
にオンライン授業を活用
して、生徒の学習効果が
高まった。

アクティブ・ラーニングやディスカッションさ
らにICT機器を活用することにより学習効果が高
まった（ａ 強く ＋ ｂ やや）と感じている生
徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

② 【努力指標】（教員）
授業の中で生徒が自分の考
えを述べる場面、論理的思
考力を育成する場面、教師
と生徒とのやりとりの場面
を設定している。

教務課
各教科

「思考を必要とする発問」とするため
の発問の工夫や、生徒の活動の中で
「表現する場面」の設定を、積極的に
進めている。

各授業で生徒の発表の場
面や教師とのやりとりの
場面を多く設定し、生徒
の言語活動の活性化を図
る。

日々の授業において、考える必要のある質問を
し、生徒が発表（発言）する場面を（ａ多く＋
ｂ時々）設定している割合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

③ 【成果指標】（生徒）
家庭学習と授業内容の連動
を図り、学習習慣の確立と
学習内容の質の向上をめざ
す。

教務課
各教科

3年生は受験前で積極的に取り組む生
徒が増えていると思われるが、反面
1，2年生が減少していると考えられ
る。年度当初は良い意味での緊張感か
ら家庭学習に取り組んでいたものが、
継続されていない。

質および量ともに充実し
た家庭学習の習慣が確立
されている。

家庭学習に積極的に取り組み、十分に確保でき
たと考えている生徒が、
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　７５％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

④ 【満足度指標】(生徒)
朝学習の充実により、学び
にむかう主体性を身につ
け、学びの質を高める。

各学年 生徒自身が積極的に朝学
習に取り組み、学力や教
養が身についたことを実
感している。

朝学習で学力や教養が身についたと考える生徒
の割合が
  Ａ  ８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ  ６０％以上
　Ｄ　６０％未満

Ｄの場合は、
改善策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

令和３年度　学校経営計画に対する評価計画書
重点目標 具体的取組

書くことを基
本に自らの考
えを整理し、
深く思考する
ことで論理的
思考力及び批
判的思考力を
育成し、課題
発見・解決能
力を身につけ
生きる力を育
成する。その
際には、主体
的・対話的で
深い学びを実
現する様々な
手法を活用す
る。

【１年】
思考する朝学習と漢字学習の実施で、
国語の「読解する」「書いて表現す
る」力に結びつける。数学は問題集か
らの小テスト→再テスト→学習会、英
語は単語の小テスト→再テストの流れ
で基礎的な学力を定着させる。
【２年】
「思考の時間」を含めた昨年度の活動
によって、主体的に朝学習に取り組む
姿勢は確立している。今年度は共通テ
ストも見据えて、理系・文系それぞれ
に応じた科目・内容を設定して、授業
との効果的な連動を実践している。
【３年】
進路実現のために各教科が精選した学
習内容を、コースの特性を踏まえて用
意する。特に、基礎学力の確認と充実
を図る時間として利用する。
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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
令和３年度　学校経営計画に対する評価計画書

重点目標 具体的取組
２ ① 【満足度指標】(生徒)

クラス全体の指導やきめ細
かい個人面談などを通し、
生徒の進路意識を高め、設
定した進路目標を実現する
ために自ら能動的に学習
し、学力を高める努力をす
るような意識づけを行う。

進路
指導課
学年
教科

卒業時の進路目標の達成を意識した、
高い志望を掲げさせている。今後もこ
の取組を継続しつつ、その志望の実現
のための能動的な学習習慣の確立につ
いて積極的に働きかけていく。

進路学習や面談などの進
路指導を通して、５教科
に対する学習意欲が高ま
り、学力が向上する。

【１・２年】９月の進路志望調査で、国公立大
学を目標とする生徒が
　Ａ　９0％以上　　　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８０％以上　　  Ｄ　７５％以上
【３年】９月の進路志望調査で、金沢大学以上
を目標とする生徒が
　Ａ　９０人以上　　　Ｂ　７０人以上
　Ｃ　５０人以上　　　Ｄ　５０人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

９月の進路
志望調査の
結果で判断
する。

② 【成果指標】(生徒）
進路指導課から各学年、教
科に方針を発信することに
より、教員全体の相互理解
を深め、生徒の進路志望を
実現するための学力向上の
取組を組織的に行う。

進路
指導課
学年
教科

現１年生：家庭学習の習慣を確立させ
ながら基礎学力の定着を図る必要があ
る。
現２年生：国英数のバランスのとれた
総合力を身につける必要がある。

基礎学力と応用力を身に
つける。

１,２年生の学力試験で国語、数学、英語の各教
科の全国偏差値が
　Ａ　平均偏差値４８以上
　Ｂ　平均偏差値４５以上
　Ｃ　平均偏差値４２以上
　Ｄ　平均偏差値４２未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

１、２年
  １１月総
合学力テス
トの結果で
判断する。

③ 【成果指標】(生徒）
国公立大学、難関私立大
学を目標とした生徒の育
成と、それに見合った学
力をつける。

１,２年生の国語・数学・英語の学力試験全国偏
差値５４以上の生徒が
　Ａ　４５人以上
　Ｂ　４０人以上
　Ｃ　３５人以上
　Ｄ　３５人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

１、２年
  １１月総
合学力テス
トの結果で
判断する。

④ 【成果指標】(生徒）
国公立大学、難関私立大
学への合格者を増やす。

金沢大学以上の国公立大学合格者数が
　Ａ　１０人以上
　Ｂ　　８人以上
　Ｃ　　５人以上
　Ｄ　　５人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する

国公立大学合格者数が
　Ａ　７０人以上
　Ｂ　６５人以上
　Ｃ　５５人以上
　Ｄ　５０人以上

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する

難関私立大学合格者数が
　Ａ　１０人以上
　Ｂ　　７人以上
　Ｃ　　５人以上
　Ｄ　　５人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する

個別面談や学
習活動を通し
たきめ細かな
指導により生
徒一人ひとり
の可能性を引
き出し、早期
に高い進路目
標を持たせ、
進路実現に向
けての意欲と
主体性を育
む。
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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
令和３年度　学校経営計画に対する評価計画書

重点目標 具体的取組
３ ① 【成果指標】（保護者）

保護者にＰＴＡ活動等に積
極的に参加してもらい、教
育活動をバックアップして
もらう。

総務課 昨年は行事や取り組みが次々に中止と
なり保護者の参加も大きく制限され
た。その間、学校からはさまざまな
ツールで学校や生徒達の様子を発信
し、繋がりを保てるよう働きかけた。
同時にPTA役員の方は校内、さらには
地域とも連携し、学校をバックアップ
してくださった。今後の状況はわから
ないが、学校・保護者が支え合う土台
作りに努めたい。

多くの保護者が学校行事
等に関心を持ち、積極的
に参加している。

学校行事やＰＴＡ活動で保護者が来校した回数
の平均が３回以上の割合が
　Ａ　７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

Ｄの場合は、
改善策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

② 【成果指標】（教員）
本校の教育活動、生徒の活
動の成果をホームページ上
に掲載し、広く情報を発信
する。

総務課 データ量が増え、最新の情報に更新さ
れていないページが見受けられる。各
課・学年に該当ページを周知し、更新
手続きを積極的にしてもらうことで新
しい情報の提供に努めたい。

各課、学年等からの最新
情報が集約され、速やか
にホームページ上に掲載
される。

ホームページ上の更新回数が
　Ａ　100回以上
　Ｂ　80回以上
　Ｃ  60回以上
　Ｄ　40回未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する

③ 【成果指標】（生徒）
部活動の加入を促し、学校
全体の活性化を図ること
で、生徒のチャレンジ精神
の向上とレジリエンスの獲
得を目指す。

生徒課 様々な状況の中で、中途退部者が１
０％弱発生している。各顧問と協力
し、中途退部者防止策や生徒に対して
他の部への再入部の支援体制を行う必
要がある。

生徒が加入した部活動を
年間継続している。ま
た、転部をした生徒も活
発に活動している。

１,２年生の部活動の加入率が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８３％以上
　Ｄ　８３％未満

Ｄの場合は改
善策を検討

12月に評価
する。

④ 【成果指標】(明倫祭来場者)

明倫祭の外部公開を継続
し、校内開催と校外開催の
内容を充実させ、近隣商業
施設・小中学校でのポス
ター掲示などの広報活動を
活発にすることで、地域と
連携を目指す。

生徒課 土日開催ということで、土曜日に本校
で開催する1日目の来場者数が増加す
ると見込まれる。また、日曜日の県立
音楽堂への来場者は保護者が中心とな
る見込みである。

地域への広報活動と、内
容の充実により、１日目
の小中学生と地域住民の
来場者数を増やす。

１日目の来場者数のうち小中学生・地域住民が
　Ａ　３３０人以上
　Ｂ　３００人以上
　Ｃ　２７０人以上
　Ｄ　２３０人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

９月に評価
する。

⑤ 【成果指標】（生徒）
図書委員会による本の読み
聞かせや本の紹介カードの
作成・展示など地域と連携
した活動を行うことで生徒
のチャレンジ精神と主体性
の涵養を図る。外に出る機
会は制限されるが、それで
もできる範囲で活動してい
く。

図書課 昨年度はコロナ禍の影響で、一昨年ま
で実施していた外部との連携がほとん
どできなかった。今年度は、可能であ
れば学外での活動を復活させ、生徒の
主体性を育む一助としたい。

コロナの状況次第だが、
地域と連携した図書委員
会活動において、生徒が
積極的に活動し情報を発
信した。

地域と連携した図書委員会活動の回数が
　Ａ　年間８回以上
　Ｂ　年間５～７回
　Ｃ　年間４～５回
　Ｄ　年間４回未満

Ｄの場合は、
改善策を検
討。

年度末に評
価する。

部活動や生徒
会活動の活性
化とともに、
地域行事への
積極的参加を
通して地域貢
献に努める中
で、視野を広
げつつチャレ
ンジ精神やレ
ジリエンスの
涵養を図り、
明るく活力あ
る学校づくり
を推進する。
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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
令和３年度　学校経営計画に対する評価計画書

重点目標 具体的取組
４ ① 【努力指標】（生徒）

登校指導や生活指導などを
通して、挨拶がしっかりで
きる人間の育成を図る。

生徒課
各学年

保護者や全職員による登校指導や、有
志の生徒による挨拶運動により、挨拶
をする環境が生まれ、生徒は自然と挨
拶を行うようになっている。しかし、
しっかり声を出せる生徒が少ない。

登校時や校内で出会った
人に対して、積極的に
しっかり声を出して挨拶
をする生徒が増えてい
る。

CまたはDの場
合は、改善策
を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

② 【努力指標】（生徒）
生徒課
各学年

生徒の規範意識は高いものの、僅かで
はあるが、頭髪の加工や制服の不適切
な着用で規律を守れていない生徒がい
る。

規律を遵守し、自ら身な
りを整える生徒が増えて
いる。

B以下の場合
は、改善策を
検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

③ 【成果指標】（生徒）
交通安全教室や街頭指導を
通して、自転車の安全運転
の励行を図る。

生徒課
各学年

規範意識自体は高いが、イヤホン着用
や並列走行などに違反意識が薄い。細
かな指導と啓発活動が急務である。

自転車運転のルールとマ
ナーの必要性を認識し、
交通ルールを遵守する生
徒が増えている。

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

④ 【成果指標】（生徒）
生徒課
各学年

全校で取り組んでいる校外清掃や部単
位での校外活動を行っており、今後も
こうした機会を通じ地域貢献意識を高
める。

ボランティア活動を通し
て地域貢献できているこ
とを感じとり、積極的に
活動に取り組めている。

CまたはDの場
合は、改善策
を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

⑤ 【成果指標】（生徒）
生徒の良好な人間関係作り
を支援する。

相談室
各学年

生徒は全体的に落ち着いた生活をして
いるが、人と関わることを苦手とする
生徒が増えており、良好な人間関係を
築くための手立てを必要としている。

生徒がクラスや部活動に
居場所を見出し、学校生
活が楽しいと感じる。

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

⑥ 【努力指標】(教員）
情報の収集、共有を密に行
い、困難を抱えた生徒に対
して早期に対応し支援す
る。

相談室
生徒課
各学年

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

⑦ 【成果指標】（生徒）
保健環
境課

昨年度、歯科検診の結果で要精検者の
受診率は５９．８％である。コロナ禍
で健闘している。生徒には個別指導、
保護者には受診勧告書で医療機関への
受診を勧めている。受診率をB以上に
したい。

医療機関の受診を勧めら
れた生徒が自己の健康管
理上、受診・治療の必要
性を理解し医療機関を受
診した生徒の割合を高め
る。

Ｄの場合は、
改善策を検討

年度末に評
価する。

⑧ 【成果指標】（生徒）
図書課 コロナ禍による休業等の影響で、総

体・総文期間中の一斉読書がなかった
り、実質夏休みがなかったりしたこと
により一斉読書や特別貸し出しも実施
できなかった。今年度は休業措置など
にならない限りは例年並みの活動がで
きると考えている。

読書に親しむ生徒が増
え、図書館利用が増加し
ている。授業や部活動に
関連した図書の展示など
によって学校生活と読書
を関連づけることで、来
館・貸出が増加する。

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する。

各種調査や情報交換など
で、支援を必要としてい
る生徒をしっかり把握し
適切な対処をしている。

ボランティア活動に、積極的に参加した生徒の
割合が
　Ａ  ７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　４０％未満

交通ルール（自転車運転でイヤホン着用や並列
走行をしない）を遵守している生徒が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

学校内外のボランティア活
動への積極的な参加を促す
とともに、ボランティアに
参加したことの達成感や地
域貢献への意識を高める。

生徒一人あたりの本校図書館の年平均貸出冊数
が
　Ａ　５.０冊以上
　Ｂ　４.０冊以上
　Ｃ　３.５冊以上
　Ｄ　３.５冊未満

図書委員による図書便りや
本の紹介の作成・発行など
の図書案内や各学年団と連
携した一斉読書や読書タイ
ムといった読書指導によっ
て、読書に親しむ習慣を身
に付けさせる。

学校生活が楽しいと感じる生徒が
　A　９０％以上
　B　８０％以上
　C　７０％以上
　D　７０％未満

節度ある生活
習慣の確立に
努め、自ら挨
拶し、読書に
親しみ、ボラ
ンティア活動
等にも積極的
に参加する豊
かな人材の育
成を図る。

朝の挨拶運動で協力していただく中で生徒同士
や教職員、外部からの来客に対し、進んで自分
からしっかり声を出し挨拶できた生徒が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満
制服を意識的に正しく整えている生徒の割合が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

登校指導や生活指導などを
通して、自ら身なりを正す
ことで規範意識を育成す
る。

歯科検診の結果から自己の健康管理上、受診・
治療の必要性を理解し医療機関を受診した生徒
の割合が
　Ａ　６５％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　４５％未満

歯科検診の結果で健康管理
上、受診・治療が必要と診
断された生徒に対し、個人
面談を通して自己の健康課
題を意識させ医療機関での
受診率を高める。

生徒の変化に対して　ａ（素早く対処し、解決
に至った）、ｂ（素早く察知し、対応すること
ができた）の割合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

いじめ及び心的支援を必要とする生徒
への対応について職員の情報共有や連
携の体制は取れている。一方、長期欠
席の生徒の対応については、一層の情
報共有と連携を図り丁寧に取り組む必
要がある。
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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
令和３年度　学校経営計画に対する評価計画書

重点目標 具体的取組
① 【努力指標】（教員）

GIGAスクール構想の実現に
向けた教職員の研修をとお
してICT活用指導力の向上を
図る。

副校長
教頭

多くの教員が日ごろからICTを活用し
た授業を行っているが、GIGAスクール
構想の推進校として、より一層ICT活
用指導力を高めて、生徒の学びの質を
高め、資質・能力を育成していく必要
がある。

研修をとおしてICT活用
指導力の向上を図る。

研修をとおしてICT活用指導力が向上した教員の
割合が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　５０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

② 【成果指標】(教職員）
業務負担の軽減や時間管理
の改善などにより、職員の
多忙化改善を進める。

副校長
教頭

部活動指導や分掌業務などで、時間外
勤務が８０時間を超える教職員が１ヶ
月あたりの平均で1.6人、そのうち１
００時間を超える教職員が0.2人と
なっている。

時間外勤務が８０時間を
超える教職員が０にな
る。

時間外勤務が８０時間を超える教職員の月平均
の人数が
　Ａ　０人
　Ｂ　１．０人未満
　Ｃ　２．０人未満
　Ｄ　３．０人以上

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討す
る。

勤務時間記
録により年
度末に評価
する。

５ GIGAスクール
構想の実現に
向けた教職員
の研修をとお
してICT活用
指導力の向上
を図るととも
に、多忙化の
改善に取り組
む。


